
令和２年度目黒区当初予算案プレス発表資料 

Meguro city 

令和２年１月31日 

＜災害対策の充実・強化＞ 

・情報共有機能強化 

・水防活動体制の充実 

・台車付排水ポンプ等の更新 

・災害対策本部機能強化 

・災害対策指定職員制度の創設 

・会計年度任用職員用ヘルメットの整備 

・危機管理要員住宅の確保 

・災害時情報発信の拡充 

・防災地図アプリケーションの改修 

・固定系防災行政無線スピーカーの改修 

・固定系防災行政無線応答サービスの拡充 

＜機運醸成とレガシーへの取組＞ 

＜待機児童ゼロの実現＞ 



令和２年度目黒区予算案の概要 

１ 基本的考え方 

令和２年度予算は 

「区民の安全・安心を守り、明るい未来を築く予算」 

と位置づけ、次の点を基本に編成しました。 

１ 激甚化する自然災害などから区民の生命、財産を守る。 

２ 新たな基本構想、基本計画の策定、東京２０２０大会の成功に向けた取組など、

明るく活力のある未来を築いていくための取組を行っていく。 

２ 主要な取組 

区民の安全・安心を守り、明るい未来を築いていくための施策に重点的に取組むこと

を基本とし、実施計画や各種補助計画に定める取組をしっかりと予算化しました。 

実施計画事業予算は、86億7千万円余の事業費を計上しました。 

★実施計画事業の例★ 

○私立認可保育所開設支援や児童館・学童保育クラブ拡充整備など子育て支援対策

○特別養護老人ホーム、地域密着型サービス基盤等の整備支援など介護に係る事業

○区立小中学校のＩＣＴ環境整備やトイレ洋式化など教育環境の整備

○自由が丘駅周辺地区の整備、木造住宅密集地域整備事業、電線類の地中化、民間建

築物の耐震診断・耐震改修等の助成

など。 

さらに、昨年９月に策定した「令和２年度行財政運営基本方針」に定める５つの重要

課題への対応を積極的に進めていきます。 

【課題１】 安全・安心なまちづくり 

【課題２】 子育て支援の充実と教育の振興 

【課題３】 福祉の充実と健康づくりの推進 

【課題４】 環境と調和した魅力あるまちづくりの推進 

【課題５】 多様性を認め合う平和な社会の実現に向けた取組の推進 

- 1 -



３ 一般会計予算規模は前年度比８億円増。史上３番目で、過去１０年では最大 

一般会計の予算額は 1,071 億円余で、前年度比 0.8％、8 億 7 千万円余の増とな

り、予算規模は、目黒区史上では３番目、過去 10 年間では最大となっています。 

国民健康保険特別会計は、保険給付費の減などにより、前年度比 5.8％減の 251 億円

余となっています。後期高齢者医療特別会計は、広域連合納付金の増などにより、3.0％

増の68億円余となっています。介護保険特別会計は、保険給付費の増などにより、4.4％

増の211億円余となっています。 

◆各会計予算規模前年度比較 単位：千円

令和２年度 令和元年度 増減額 増減率

 一　般　会　計 107,120,262 106,244,564 875,698 0.8%

 特　別　会　計 53,076,190 53,530,110 △453,920 △0.8%

 国民健康保険特別会計 25,140,610 26,692,045 △1,551,435 △5.8%

 後期高齢者医療特別会計 6,833,781 6,633,920 199,861 3.0%

 介護保険特別会計 21,101,799 20,204,145 897,654 4.4%

160,196,452 159,774,674 421,778 0.3%合　　　計

会　計　区　分

◆一般会計予算規模の推移 単位：億円、％

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

予算規模 889.5 884.9 832.1 903.4 929.3 930.6 926.5 950.0 1,062.4 1,071.2

伸び率 0.4 △ 0.5 △ 6.0 8.6 2.9 0.1 △ 0.4 2.5 11.8 0.8

889.5 884.9
832.1

903.4 929.3 930.6 926.5 950.0

1,062.4 1,071.2

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度
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４ 一般会計歳入歳出予算の概要 

（１）歳入の特徴「一般財源全体で前年度比９億３千万円の減」 

区税収入は455億 4千万円余で、区民税の増などにより、前年度比では1.2％、

5億 3千万円余の増額で、当初予算としては過去最高額の区税収入見込みとなっ

ています。一方、都区財政調整に基づく特別区交付金は、国の不合理な税制改正

による市町村民税法人分のさらなる国税化の影響等により、16.8％、28 億 4 千

万円余の減となっています。財政調整基金の繰り入れの影響を除いた一般財源全

体では、9億 3千万円余の減となっています。 

特定財源では、私立保育所運営経費など対象事業費の増などに伴い、国庫支出

金が 13.4％、18 億 6 千万円余の増、都支出金が 18.1％、16 億 8 千万円余の増と

なっています。特別区債は、中央体育館大規模改修の終了などにより、81.1％、

10 億 1 千万円余の減となっています。 
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特別区税の推移（単位：億円）

（２）歳出の特徴「健康福祉費が４０億円の増、予算総額の５５％」 

健康福祉費は 592 億 1 千万円余で、前年度比で 40 億 4 千万円余増加し、予算

総額の 55.3％を占めています。うち児童福祉費は、保育所待機児童対策やさま

ざまな子育て支援の充実で、30 億 3 千万円余増加し、予算総額の 31.8％を占め

ています。 

既定経費は、私立保育所運営経費の増などで、前年度比 3.0％、23 億 3 千万円

余の増、新規・レベルアップ経費は、前年度に一部の指定管理施設（区立）につ

いて利用料金制を導入したことに伴い新規経費が一時的に増となった影響など

により 5.2％、1 億 6 千万円余の減、臨時経費は、中央体育館大規模改修の終了

や私立認可保育所整備費補助の減などにより、5.2％、12 億 9 千万円余の減とな

っています。 
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５ 健全で安定的な行財政基盤の確立に向けて 

 目黒区では、健全で安定的な行財政基盤の確立に向け、①財政運営の基本と積立基金

の維持②積立基金の自律的な積立③起債発行額の上限設定という、財政運営上の３つの

ルールを定めています。 

令和２年度は、財政調整基金に元年度決算剰余金見込みの２分の１に相当する10億円

を積み立てる一方で、28億 5千万円余を取り崩しています。２年度末の財政調整基金残

高は、元年度末見込みと比べ18億3千万円余減の208億5千万円余となる見込みです。 

施設整備基金は、将来的な施設更新に備え元年度決算剰余金見込みの10分の１に相当

する 2億円を積み立てる一方、実施計画事業実施の財源として 3億 5 千万円余を取り崩

します。２年度末の施設整備基金残高は、元年度末見込みと比べ1億4千万円余減の223

億8千万円余となる見込みです。 

特別区債は 2 億 3 千万円余で、年間発行限度額を 20 億円以下とし、将来の公債

費負担を抑制しています。 

こうした取組の結果、15 年度末には 791 億円もあった特別区債残高は２年度末

には 119 億円まで減少する一方、131 億円に過ぎなかった積立基金残高は 472 億円

になり、基金残高は区債残高を過去最高の 353 億円上回る見込みです。 

年度 3年度 4年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

積立基金現在高 326 323 ～ 131 118 145 184 223 271 210 163

地方債現在高 303 332 ～ 791 742 697 682 607 522 462 405

差引 23 ▲ 9 ▲ 660 ▲ 624 ▲ 552 ▲ 498 ▲ 384 ▲ 251 ▲ 252 ▲ 242

年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

積立基金現在高 104 117 153 193 302 325 356 425 431 472

地方債現在高 355 335 297 233 201 185 167 148 139 119

差引 ▲ 251 ▲ 218 ▲ 144 ▲ 40 101 140 189 277 292 353

※差引は、「積立基金現在高－地方債現在高」

※30年度までは決算ベース、元年度からは当初予算ベース（いずれも普通会計）

国の不合理な税制改正等による区財政への影響 

都市と地方の税源偏在是正の名のもとで行われている国の不合理な税制改正等によ

り、目黒区財政への影響は甚大なものとなっており、その実施前にくらべ、法人住民

税一部国税化で△27億円、ふるさと納税で△26億円、地方消費税清算基準見直しで△

13億円となり、合計では△66億円となっています。令和元年度における影響額（△46

億円）よりもマイナス影響が拡大する見込みです。 

本来、地域間の税収等の格差については国の責任において地方税財源総体を拡充す

ることで対応すべきであり、税源の奪い合いにより自治体間に不要な対立を生むよう

な制度は認められません。 

積立基金及び特別区債現在高の推移（単位：億円） 
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令和２年度当初予算案　重要課題に対する主な事業

１　安全・安心なまちづくり

災害対策の充実・強化を図ります 63,776千円 p9

安心して避難生活を送ることができる資機材等を配備します 3,787千円 p11

地域避難所等に蓄電池を配備します 10,535千円 p12

災害時要配慮者への支援を推進します 11,864千円 p13

防災センターを改修し災害対応力を強化します 221,659千円 p15

目黒区総合治水対策基本計画を改定します 8,635千円 p16

西郷山公園の土砂災害防止対策に取組みます 11,246千円 p17

土砂災害特別警戒区域内の安全対策を促進します 5,957千円 p18

特殊詐欺から区民を守ります 2,486千円 p19

目黒川の桜開花期間中における安全対策を進めていきます 53,933千円 p20

目黒区自転車安全利用促進条例（仮称）制定に係る啓発・補助
事業を実施します

1,562千円 p21

地域の身近な移動手段確保の取組を支援していきます 7,478千円 p22

２　子育て支援の充実と教育の振興

令和２年４月の待機児童ゼロを達成予定です 計画 3,838,924千円 p23

認可外保育施設の保育料助成を拡充します 239,564千円 p25

私立保育所の人材確保と保育の質の向上を図ります 1,556,537千円 p26

私立幼稚園教員に処遇改善のための補助をします 6,048千円 p27

産後ケア事業を推進します 12,780千円 p28

放課後の子どもの居場所づくりを推進します 計画 307,094千円 p29

民間事業者が実施する「地域子育てふれあいひろば」への支援
を拡充します

25,611千円 p30

子ども家庭支援センターの対応力を強化します 264千円 p31

 ：新規、   ：充実 充 新 

計画 ： 実施計画事業 

新 

新 

新 

新 

新 

充 

充 

充 

充 

充 

新 

充 

新 

充 

新 
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区立児童相談所開設に向けて、人材育成と課題の検討を進め
ます

2,111千円 p32

医療的ケア児の受入れを支援します 34,335千円 p33

重症心身障害児（医療的ケアを含む）通所支援事業を実施しま
す

計画 50,614千円 p34

医療的ケア指導医の配置等を行います 9,325千円 p35

学校における児童・生徒の安全対策を推進します 16,816千円 p36

学校における働き方改革を推進します 48,204千円 p37

日帰り体験型英語学習事業（小・中学校）を拡充します 10,624千円 p38

東京２０２０大会開催に合わせた特別給食を実施します 10,684千円 p39

３　福祉の充実と健康づくりの推進

特別養護老人ホーム等の施設整備を支援します 計画 283,200千円 p41

特別養護老人ホーム及び身体障害者入所施設等複合施設の
整備を支援します

計画 1,013,566千円 p43

地域密着型サービス基盤の整備を支援します 計画 269,034千円 p45

包括的支援体制の充実に向けて人材を育成します 375千円 p46

あなたが地域の主役！地域デビューを支援します 1,624千円 p47

地域交流サロン・会食サービスを実施します 1,733千円 p48

地域の支え合い活動を推進します 1,190千円 p49

権利擁護センター「めぐろ」の機能を充実します 8,527千円 p50

介護・福祉人材の確保・定着・育成を支援します 28,899千円 p51

認知症検診推進事業の実施に向けた準備を進めます 492千円 p52

生活困窮者支援の強化及び被保護者の家計改善を支援します 13,433千円 p53

被保護者の健康管理を支援します 7,612千円 p54

路上生活者等女性用緊急一時宿泊事業を充実させます 967千円 p55

発達障害支援拠点ぽるとでは、土曜日開所を実施します 1,980千円 p56

受動喫煙防止対策促進事業を推進します 30,244千円 p57

新 

充 

新 

充 

新 

充 

充 

新 

充 

新 

充 

充 

充 

新 

充 

充 

充 
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民間喫煙施設整備に係る経費を補助します 12,000千円 p58

４　環境と調和した魅力あるまちづくりの推進

目黒区都市計画マスタープランを改定します 17,877千円 p59

目黒川の環境整備を総合的に進めていきます 135,934千円 p60

自然環境の保全とみどりの創出に取組みます 計画 32,131千円 p61

公園等の園内灯をＬＥＤ化します 13,359千円 p62

スズメバチの巣駆除事業を実施します 2,750千円 p63

家庭ごみ計量・組成分析調査を実施します 7,370千円 p64

地域活動の活性化に向けた取組を進めます 19,059千円 p65

商店街活性化に向けた取組を支援します 2,790千円 p66

商店街のプロモーション活動を支援します【区独自事業】 17,000千円 p67

創業者の事業の安定と持続的発展を支援します 432千円 p68

「目黒のさんま祭」２５周年記念事業を実施します 3,000千円 p69

自転車シェアリング事業を拡充します 計画 30,911千円 p70

５　多様性を認め合う平和な社会の実現に向けた取組の推進

性の多様性が尊重される社会づくりを進めていきます 927千円 p71

多文化共生推進事業を実施します 5,006千円 p72

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の成功に向け
た大会関連事業を実施します

144,665千円 p73

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会観戦事業を行
います

2,380千円 p75

オリンピック・パラリンピック教育を実施します 13,455千円 p76

友好都市や区内大使館との交流事業を実施します 3,800千円 p77

充 

新 

新 

新 

新 

新 

新 
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新 
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充 

充 

新 

- 7 -



白紙のページです。
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